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０
２
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春
節
の
つ
ど
い
が
３
月

８
日
、
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
で
75

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
恒
人
府
連
会
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
開
会
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

中
河
内
支
部
の
竹
内
さ
ん
の
フ
ル
ー

ト
演
奏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
中
友
好
協
会
の

小
西
禎
一
さ
ん
の
挨
拶
と
乾
杯
の
音

頭
で
つ
ど
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

貫
名
さ
ん
の
京
劇
、
堺
支
部
浅
田

勝
美
さ
ん
の
「
空
海
の
中
国
で
の
足

取
り
」
の
紹
介
、
布
川
雅
章
さ

ん
の
「
戦
後
混
乱
期
の
ソ
満
国

境
で
の
見
聞
」
が
語
ら
れ
ま
し

た
。ひ

ま
わ

り
合
唱
団

の
演
奏
や

太
極
拳
表

演
、
広
場

舞
、
お
楽

し
み
抽
選

会
で
つ
ど

い
を
楽
し

み
ま
し
た
。
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春
節
の
つ
ど
い
開
く

中
国
古
代
、
庶
民
が
楽
し
ん
だ
不
思
議
な
話
、

怖
く
な
い
幽
霊
の
話
、
恋
愛
も
の
な
ど
の
物
語

を
学
び
ま
し
た
。
高
田
先
生
が
「
鶯
鶯
伝
」
、

「
三
国
志
」
の
中
の
三
顧
の
礼
・
赤
壁
の
戦
い

な
ど
の
名
場
面
を
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
「
長

文
で
も
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
楽
し
い
よ
！
」
の

言
葉
に
納
得
。
学
び
の
魅
力
が
増
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
で
す
。

＊

面
白
か
っ
た
で
す
。
＊
「
三
国
志
演
義
」

「
水
滸
伝
」
は
名
前
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
お

話
を
聞
い
て
一
度
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
＊

地
図
を
見
る
と
中
国
は
広
い
国
だ
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
隣
の
国
と
も
っ
と
仲
良

く
し
た
い
で
す
ね
。
民
衆
に
愛
さ
れ
た
物
語
に

は
英
雄
が
出
て
く
る
が
、
根
本
に
は
庶
民
の
暮

ら
し
が
あ
り
思
い
や
感
情
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

＊

先
生
は
熱
っ
ぽ
く
滔
々
（
と
う
と
う
）
と

語
ら
れ
て
聞
き
惚
れ
ま
し
た
。
＊

世
の
中
の

変
動
の
激
し
い
今
こ
そ
古
典
を
学
び
歴
史
を
学

ぶ
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
＊
「
三
国
志
演

義
」
や
「
水
滸
伝
」
以
外
は
検
定
試
験
で
名
称

は
覚
え
ま
し
た
が
内
容
は
全
く
知
ら
ず
、
今
回

少
し
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
＊

い
ろ
い
ろ

な
小
説
を
読
ん
で
み
た
い
で
す
。

資
料
ご
希
望
の
方
は
府
連
女
性
部
ま
で

（
３
０
０
円
）

※
次
回

５
月
15
日
（
日
）
１
時
半
〜

中
国
古
典
編

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
物
語
２

♫
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
♫

（
女
性
部
）

女
性
部
学
習
会

ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
楽
し
い
古
代
の
物
語

ラ
ブ
リ
ー
中
国
古
典
編

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
物
語
１

３
月
29
日
「
台
湾
有
事
問
題
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
東
京
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
１
３
０
名
、
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
１
０
０
名
、
大
阪
会
場
14

名
が
視
聴
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
日
本
中
国
友
好

協
会
会
長
井
上
久
士
さ
ん
が
「
中

国
は
な
ぜ
高
市
首
相
『
台
湾
有
事
』

を
許
せ
な
い
の
か
」
を
報
告
。

孫
崎

享
さ
ん
（
外
交
問
題
評
論

家
・
元
外
務
省
国
際
情
報
局
局
長
）

は
日
中
関
係
は
「
協
調
の
模
索
の

時
代
」
か
ら
「
対
決
の
時
代
へ
移

行
す
る
の
か
」
を
報
告
。

「
平
和
を
求
め
軍
拡
を
許
さ
な
い

女
た
ち
の
会
」
共
同
代
表

田
中

優
子
さ
ん
「
中
国
と
の
戦
争
は
自

己
破
壊
の
行
為
で
す
」
。
台
湾
の

中
央
研
究
院
欧
米
研
究
所
研
究
員

盧

倩
儀
（
ろ

せ
ん
ぎ
）
さ
ん
は
、

「
台
湾
、
中
国
、
日
本
の
歴
史
・

文
化
的
背
景
や
地
政
学
的
ジ
レ
ン

マ
、
国
際
関
係
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
の
評
論
と
分
析
を
ま
と
め

て
発
言
」
、
台
湾
、
中
国
、
日
本

の
歴
史
的
背
景
と
現
状
を
踏
ま
え
、

地
域
の
平
和
と
安
全
保
障
の
た
め

に
人
民
の
連
帯
と
歴
史
認
識
の
重

要
性
を
強
調
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
日
本
中

国
友
好
協
会
副
理
事
長

大
西

広

さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。

台
湾
有
事
シ
ン
ポ

こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か

３
月
20
日
府
連
教
室
で

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
「
悠
久

の
旅
」
の
写
真
を
説
明
し

な
が
ら
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
日
々
変
化
を
遂

げ
る
中
国
の
自
然
や
人
々

の
一
瞬
を
と
ら
え
た
「
悠

久
の
旅
」
に
ふ
さ
わ
し
い

中
国
各
地
の
写
真
が
、
表

紙
と
12
カ
月
の
ペ
ー
ジ
を

飾
っ
て
い
ま
す
。

講
師
は
城
北
支
部
の
井

上
正
道
さ
ん
（
百
科
博
士
）

中
国
旅
行
で
の
印
象
を
交

え
て
四
川
省
九
寨
溝
・
パ

ン
ダ
保
護
施
設
や
河
南
省

洛
陽
龍
門
石
窟
、
甘
粛
省

敦
煌
玉
門
関
な
ど
を
解
説
。

４
月
12

日
２
時
か
ら

「
台
湾
有
事
と
い
わ
れ
る

最
前
線
を
観
て
感
じ
た
こ

と
」
を
報
告
し
ま
す
。

講
師
は
平
松
悦
雄
大
阪

西
支
部
事
務
局
長
。

西
支
部

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

中
国
で
正
月
と
い
え
ば
、
今
で
も

「
春
節
」
を
指
し
今
年
は

２
月
17
日
で
し
た
。
日
中

友
好
協
会
大
阪
府
連
主
催

の
「
春
節
の
つ
ど
い
」
が

３
月
８
日
に
東
淀
川
区
の

「
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
、
75
名
の
方

が
参
集
し
春
節
を
祝
い
ま

し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
大
阪
府
日
中
友
好
協
会

の
小
西
会
長
が
出
席
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
過
去
の
し

が
ら
み
を
乗
り
越
え
て
共

に
手
を
携
え
て
日
中
友
好

に
取
り
組
ん
で
い
く
画
期

に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
帰
国
者
団
体

連
合
会
や
八
尾
中
国
帰
国
者
支
援
交

流
会
な
ど
か
ら
も
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
楽
器
演

奏
、
京
劇
、
太
極
拳
、

広
場
舞
な
ど
多
彩
な
出

し
物
が
あ
り
、
参
加
者

は
中
国
料
理
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
鑑
賞
し
ま

し
た
。
城
北
支
部
か
ら

11
名
が
参
加
、
内
３
名

が
帰
国
者
の
「
ひ
ま
わ

り
合
唱
団
」
に
加
わ
り

中
国
語
の
歌
を
合
唱
し

ま
し
た
。
ま
た
、
河
野

継
子
さ
ん
が
飛
び
入
り

で
「
太
極
柔
力
球
」
を

披
露
し
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。
（
西
脇
義
彦
）

春
節
の
つ
ど
い

ひ
ま
わ
り
合
唱
団
と
唄
う

第
３
回
「
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交

流
会
」
を
京
都
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
各

府
県
連
合
会
、
支
部
の
み
な
さ
ま
方

と
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
交
流
し
ま
す
。

５
月
24
日
（
日
）
10
時
半
〜

阪
急
嵐
山
駅
集
合

嵐
山
・
日
中
不
再
戦
の
碑･

周
恩
来
記
念
詩
碑
「
雨
中
嵐
山
」

（
嵐
山
中
之
島
公
園
）

昼
食
交
流
会
会
場

嵐
山
「
は
な
の
い
え
」

交
流
＆
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

参
加
費
４
５
０
０
円
予
定

３
月
22
日
国
労
大
阪
会
館
で
大
阪
・

京
都
・
兵
庫
・
和
歌
山
・
滋
賀
・
奈

良
の
連
合
会
・
支
部
か
ら
29
人
が
参

加
。
松
尾
豊
（
大
阪
）
兵
頭
晴
喜
本

部
常
任
理
事
が
運
営
と
問
題
提
起
な

ど
を
行
い
、
斎

藤
敏
康
本
部
常

任
理
事
（
京
都
）

が
「
台
湾
問
題
」

の
ミ
ニ
講
演
を

し
ま
し
た
。

沖
縄
大
会
派

遣
と
仲
間
増
や

し
の
前
進
を
確

認
し
ま
し
た
。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
交
流
会

ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦
争
展

５
月
２
日(

土)

～
４
日(

祝)

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
（
あ
べ
の
ベ
ル
タ
３
階
）

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

仲
間
増
や
し
を
推
進



昨
年
12
月
６
日
、
第
18
回
中
国
百

科
検
定
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
最
後
の
試
験
と
な

る
特
級
。
し
か
も
不
得
意
科
目
「
政

治
・
経
済
」
。
受
験
後
、
も
し
か
し

て
ス
レ
ス
レ
で
受
か
る
か
も
と
い
う

期
待
感
。
も
う
一
度
受
け
る
と
し
た

ら
一
年
後
か
…
と
い
う
不
安
感
。
そ

れ
ら
を
綯
交(

な
い
ま)

ぜ
に
し
た
感

情
が
暫
く
続
き
、
終
に
今
年
１
月
13

日
、
郵
便
受
け
に
通
知
が
届
き
ま
し

た
。
「
合
格(

ご
う
か
く)

！
」
も
う

受
け
な
く
っ
て
い
い
の
だ
！
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
８
年
前
、
或
る
中
国

語
学
校
で
「
中
国
百
科
検
定
」
の
ポ

ス
タ
ー
を
見
か
け
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
中
国
語
検
定
３
級
に
は
合
格
し

て
い
た
も
の
の
、
次
の
２
級
は
難
し

そ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
こ
っ
ち

の
方
が
面
白
そ
う
だ
な
と
直
ぐ
に
本

屋
で
問
題
集
等
を
購
入
、
つ
い
で
に

他
の
検
定
試
験
に
つ
い
て
も
調
べ
、

私
に
は
中
国
百
科
検
定
が
ピ
ッ
タ
リ

だ
と
分
か
り
受
験
す
る
事
に
し
ま
し

た
。在

職
中
か
ら
書
道
を
続
け
て
い
る

私
。
退
職
後
は
本
格
的
に
展
覧
会
な

ど
に
出
品
、
書
道
に
一
番
重
き
を
置

い
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
「
日
本
文
化
の
源
は
中

国
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
自
然
に
頭

の
片
隅
に
有
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
文
化
」
の
試
験
問
題
で
は
、
書
道

で
の
有
名
書
家
の
名
前
「
地
理
・
世

界
遺
産
」
の
問
題
で
は
、
中
国
旅
行

で
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
地
域
。
こ
れ

ら
を
思
い
出
し
た
り(

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト)

又

知
ら
な
い
こ
と
を
新
た
に
覚
え

た
り(

イ
ン
プ
ッ
ト)

。

結
果
、
思
い
出
を
楽
し
く
総
復
習
、

更
に
総
編
集
し
知
識
を
増
や
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
「
歴
史
」
に
つ
い

て
も
学
生
時
代
か
ら
好
き
な
科
目
で
、

本
や
中
国
ド
ラ
マ
を
み
て
知
識
を
深

め
て
い
ま
す
。

地
元(

大
阪
狭
山
市)

の
熟
年
大
学

で
も
ず
っ
と
歴
史
を
学
ん
で
い
ま
す
。

好
き
な
事
は
、
し
ん
ど
く
て
も
楽
し

さ
を
見
付
け
、
続
け
ら
れ
る
も
の
で

す
ね
。
少
し
で
も
中
国
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
に
は
是
非
受
験
を
お
勧
め

し
ま
す
。
楽
し
く
身
に
付
け
て
下
さ

い
。

（
安
西
方
子
）

太
極
拳
普
及
50
周
年
記
念
行
事

太
極
拳
全
国
交
流
会

11
月
18
日
（
水
）
10
時
か
ら
16
時
半

特
別
記
念
講
習
会

11
月
19
日
（
木
）
10
時
か
ら
16
時

記
念
祝
賀
会

11
月
17
日
（
火
）
17
時
か
ら
19
時

日
中
友
好
協
会
が
太
極
拳
の
普
及

活
動
を
は
じ
め
た
の
は
、
１
９
７
７

年
で
し
た
。
そ
の
後
、
太
極
拳
の
普

及
活
動
は
大
き
く
発
展
し
、
全
国
各

地
で
多
く
の
愛
好
者
が
太
極
拳
を
学

ん
で
い
ま
す
。
50
周
年
を
記
念
し
て

東
京
で
全
国
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
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清
は
満
州
族
が
建
て
た
王
朝
で
す
。

初
代
皇
帝
が
ヌ
ル
ハ
チ
、
２
代
目
ホ

ン
タ
イ
ジ
、
そ
し
て
３
代
目
フ
リ
ン

（
順
治
帝
）
の
時
に
中
国
を
統
一
し

ま
す
。
第
４
代
康
熙
帝
、
第
５
代
雍

正
帝
、
第
６
代
乾
隆
帝(

写
真)

の
約

１
３
０
年
間
（
１
６
６
１
～
１
７
９

５
年
）
が
清
の
最
盛
期
で
す
。

康
熙
帝
は
１
６
８
９
年
に
ロ
シ
ア

と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
を
結
び
、
東

北
部
の
国
境
線
を
決
め
ま
し
た
。
外

モ
ン
ゴ
ル
も
併
合
し
ま
し
た
。

雍
正
帝
は
１
７
２
７
年
に
ロ
シ
ア

と
キ
ャ
フ
タ
条
約
を
結
び
、
モ
ン
ゴ

ル
方
面
の
国
境
線
を

決
め
ま
し
た
。
チ
ベ
ッ

ト
東
北
部
（
現
在
の

青
海
）
も
併
合
し
ま

し
た
。

乾
隆
帝
の
時
に
、

ジ
ュ
ン
ガ
ル
（
天
山
山
脈
以
北
の
オ

イ
ラ
ト
族
）
や
回
族
（
天
山
山
脈
以

南
の
ウ
イ
グ
ル
族
）
の
住
む
地
を
新

疆
と
し
て
藩
部
に
編
入
し
ま
し
た
。

藩
部
と
は
満
州
族
や
漢
族
が
住
む
直

轄
地
以
外
の
、
清
朝
が
新
た
に
征
服

し
た
地
域
を
さ
し
ま
す
。

藩
部
に
は
大
幅
な
自
治
が
認
め
ら

れ
、
理
藩
院
と
い
う
役
所
に
よ
っ
て

間
接
的
に
統
治
し
ま
し
た
。
乾
隆
帝

の
時
に
、
清
は
５
族
（
満
州
族
、
漢

族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
、
回
族
、
チ
ベ
ッ

ト
族
）
支
配
を
完
成
し
ま
す
。

内
政
で
は
人
口
の
増
大
と
税
制
の

改
革
が
あ
り
ま
す
。

康
熙
帝
は
即
位
50

年
を
祝
い
、
１
７

１
１
年
以
後
に
生

ま
れ
た
者
に
は
人

頭
税
を
か
け
な
い

と
決
め
ま
し
た
（
地
丁
銀
制
）
。

そ
れ
ま
で
は
人
頭
税
と
土
地
税
を

ま
と
め
て
払
い
（
一
条
鞭
法
）
、
子

ど
も
が
増
え
れ
ば
税
額
も
増
え
た
の

で
す
が
、
地
丁
銀
制
で
は
人
頭
税

（
丁
銀
）
が
廃
止
さ
れ
土
地
税
（
地

銀
）
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。
土
地
を

持
っ
て
い
る
者
だ
け
が
１
７
１
１
年

ま
で
の
人
頭
税
を
払
い
、
土
地
を
持
っ

て
い
な
い
者
は
子
ど
も
が
増
え
て
も

人
頭
税
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
丁
銀
制
に
よ
り
人
口
が
増
え
ま

す
。
２
４
６
０
万
人
だ
っ
た
人
口
が
、

１
０
０
年
後
に
は
３
億
人
を
超
え
ま

し
た
。
清
代
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

サ
ツ
マ
イ
モ
が
伝
来
し
食
糧
も
確
保

で
き
た
の
で
す
。

中
国
は
イ
ギ
リ
ス
に
武
力
に
よ
っ

て
開
港
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
、
公
行
に

よ
る
制
限
貿
易
で
銀
が
国
内
に
あ
ふ

れ
繁
栄
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
わ
り

ま
す
。
次
回
か
ら
「
中
国
の
星
物
語
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

（
高
田

佳
誉
子
）

第
10
回

制
度
を
知
る
と
歴
史
が
わ
か
る

清

繁
栄
を
き
わ
め
た
大
帝
国

連
載
中
の
「
制
度
を
知
る
と
歴

史
が
わ
か
る
」
シ
リ
ー
ズ
は
４
月

号
の
第
10
回
で
終
わ
り
ま
す
。

次
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
５
月

か
ら
「
中
国
の
星
物
語
」
を
10
回

で
連
載
予
定
で
す
。

西
洋
の
星
座
と
は
全
く
違
う
中

国
の
天
文
と
星
座
の
物
語
を
紹
介

し
ま
す
。

第
１
回

28
宿
星

第
２
回

古
代
中
国
の
天
文
学

第
３
回

天
文
官
は
命
が
け

第
４
回
「
羿
、
太
陽
を
射
る
」

太
陽
の
物
語

第
５
回
「
嫦
娥
、
月
へ
行
く
」

月
の
物
語

第
６
回

牛
郎
織
女

第
７
回

参
商
之
隔

第
８
回

北
斗
と
南
斗

第
９
回

客
星
帝
座
を
犯
す

第
10
回

南
極
老
人
星

（
高
田

佳
誉
子
）

中
国
百
科
博
士
に
な
り
ま
し
た

不
得
意
科
目
「
政
治
・
経
済
」
を
克
服

理
解
は
絆
を
強
く
す
る
、
中
国
の

歴
史
・
地
理
・
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
方

面
の
知
識
関
心
を
試
す
ユ
ニ
ー
ク
な

検
定
で
す
。

受
験
申
し
込
み
は
大
阪
府
連
事
務

局
か
各
支
部
へ
。
成
績
優
秀
者
に
は
、

後
援
・
協
賛
団
体
な
ど
か
ら
副
賞
が

提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
成
績
優
秀

な
青
年
に
は
協
会
が
派
遣
す
る
訪
中

団
の
特
別
枠
を
割
り
当
て
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

会
場
と
受
験
料

７
月
４
日
（
土
）
国
労
大
阪
会
館

初
級
２
２
０
０
円
学
生
１
０
０
０
円

３
級
３
２
０
０
円
学
生
２
０
０
０
円

２
級
４
２
０
０
円
学
生
３
０
０
０
円

申
込
〆
切

６
月
15
日

推
手
は
太
極
拳
な
ど
の
中
国
武
術

に
お
け
る
練
習
方
法
の
一
つ
。

相
対
し
た
二
人
が
お
互
い
の
腕
を
触

れ
合
わ
せ
つ
つ
２
カ
ウ
ン
ト
・
４
カ

ウ
ン
ト
・
そ
れ
以
上
の
長
さ
の
決
め

ら
れ
た
動
作
を
繰
り
返
し
て
行
い
、

套
路
の
正
し
さ
（
姿
勢
の
崩
れ
、
肩

肘
の
沈
み
具
合
、
放
鬆
の
程
度
、
掤

勁
の
有
無
な
ど
）

・
相
手
と
適
切

な
接
触
を
保
つ
技
術
（
粘
連
黏
随
）
・

相
手
を
感
じ
る
能
力
（
聴
勁
）
な
ど

太
極
拳
と
し
て
の
要
求
を
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
で
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
（
＝
撞
勁
・
神
明
）
を
目
指
し
ま

す
。

全
国
的
に
「
型
の
意
味
を
知
る
」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

と
し
て
の
武
術
の
推
手
」
の
要
望
が

深
ま
っ
て
い
ま
す
。
推
手
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
「
競
技
用
套
路
と
し
て
作

ら

れ

た

も

の

」

「
ル
ー
ル
ー
で
勝

ち
負
け
を
競
う
も

の
」
「
ル
ー
ル
な

し
の
自
由
推
手
」

も
や
ら
れ
て
い
ま

す
。本

来
武
術
は
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
せ
ん
、

勝
負
を
競
い
合
っ

て
、
力
で
相
手
を
ね
じ
伏
せ
る
な
ど

あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
身
に
着
け
た
触
れ
合
い
の
技

術
を
皮
膚
を
通
じ
て
相
手
の
動
き
に
、

従
が
っ
た
り
、
そ
っ
と
受
け
流
す
等

し
て
交
流
し
あ
う
中
で
知
ら
ぬ
う
ち

に
相
手
の
身
体
技
法
を
学
び
あ
う
等
、

自
分
一
人
で
は
、
学
び
得
な
い
も
の

が
推
手
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。

と
り
あ
え
ず
指
導

員
の
練
習
会
で
は
、

「
型
の
意
味
を
知
る

対
人
練
習
」
と
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
の
推
手
（
ふ

れ
あ
い
練
習
）
を
研

究
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
恒
岡
正
勝
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
の

武
術
の
推
手

（
ふ
れ
あ
い
練
習
）

７
月
に
第
19
回
中
国
百
科
検
定
試
験

５
月
号
か
ら

中
国
の
星
物
語


